
安安
城城
特特
産産
のの
手手
延延
べべ
そそ
うう
めめ
んん
作作
りり
はは

今今
がが
最最
盛盛
期期
。。
和和
泉泉
そそ
うう
めめ
んん
はは
、、
江江
戸戸

時時
代代
後後
期期
のの
食食
糧糧
不不
足足
にに
苦苦
しし
んん
だだ
和和
泉泉

のの
農農
民民
がが
、、
鷲鷲
塚塚（（
碧碧
南南
市市
））でで
そそ
うう
めめ
んん

作作
りり
のの
手手
法法
をを
学学
びび
、、
始始
まま
っっ
たた
とと
いい
わわ

れれ
てて
いい
まま
すす
。。

わわ
たた
しし
のの
製製
麺麺
所所
でで
はは
、、
毎毎
日日
午午
前前
２２

時時
ごご
ろろ
かか
らら
作作
業業
をを
始始
めめ
まま
すす
。。
作作
りり
方方

はは
、、
小小
麦麦
粉粉
をを
塩塩
水水
でで
ここ
ねね
たた
もも
のの
をを
、、

延延
ばば
すす
作作
業業
とと
そそ
のの
合合
間間
のの
熟熟
成成
をを
何何
回回

もも
繰繰
りり
返返
しし
なな
がが
らら
長長
時時
間間
かか
けけ
てて
徐徐
々々

にに
細細
くく
しし
てて
いい
きき
まま
すす
。。
上上
のの
写写
真真
はは
２２

本本
のの
竹竹
のの
棒棒
をを
使使
っっ
てて
、、
太太
ささ
��
、、
長長

１１．．５５

ささ
��
ほほ
どど
にに
細細
くく
長長
くく
延延
ばば
すす
工工
程程
のの

３３．．６６
場場
面面
でで
すす
。。

最最
大大
のの
特特
徴徴
はは
、、
夏夏
場場
にに
製製
造造
すす
るる
ここ

とと
、、
そそ
しし
てて
半半
生生
のの
麺麺
でで
ああ
るる
ここ
とと
。。
一一

般般
的的
なな
そそ
うう
めめ
んん
はは
冬冬
のの
乾乾
いい
たた
風風
でで
乾乾

燥燥
ささ
せせ
てて
作作
りり
まま
すす
がが
、、
和和
泉泉
そそ
うう
めめ
んん

はは
、、
乾乾
かか
しし
たた
後後
、、
夏夏
のの
湿湿
っっ
たた
空空
気気
でで

今月の案内人

間杉秀昭さん

和泉町

水水
分分
をを
与与
ええ
半半
生生
のの
状状
態態
にに
しし
まま
すす
。。
ここ

れれ
はは
「「
もも
どど
しし
」」
とと
呼呼
ばば
れれ
、、
ここ
のの
工工
程程

にに
よよ
っっ
てて
腰腰
のの
強強
いい
麺麺
とと
なな
りり
まま
すす
。。
昔昔

はは
周周
りり
にに
水水
田田
がが
多多
くく
、、
湿湿
気気
もも
十十
分分
ああ

っっ
たた
たた
めめ
、、
そそ
うう
めめ
んん
作作
りり
にに
適適
しし
たた
環環

境境
でで
しし
たた
がが
、、
今今
でで
はは
水水
田田
もも
少少
なな
くく
なな

りり
、、
加加
湿湿
器器
をを
利利
用用
しし
てて
「「
もも
どど
しし
」」
をを

しし
てて
いい
まま
すす
。。毎毎
日日
のの
天天
気気（（
温温
度度
とと
湿湿
度度
））

にに
よよ
っっ
てて
小小
麦麦
にに
混混
ぜぜ
るる
塩塩
水水
のの
濃濃

度度
やや
量量
、、
ここ
ねね
加加
減減
もも
異異
なな
っっ
てて
きき
まま
すす

かか
らら
、、
天天
気気
予予
報報
がが
外外
れれ
るる
とと
一一
番番
困困
りり

まま
すす
。。
まま
たた
、、
麺麺
がが
そそ
のの
重重
みみ
でで
延延
びび
てて

しし
まま
うう
前前
にに
、、
人人
がが
手手
をを
加加
ええ
てて
麺麺
をを
延延

ばば
ささ
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
のの
でで
、、
常常
にに
時時

間間
とと
のの
戦戦
いい
でで
すす
。。

ここ
ここ
でで
はは
５５
月月
末末
かか
らら
８８
月月
のの
おお
盆盆
のの

ここ
ろろ
まま
でで
、、
１１
日日
１１
５５
００
００
食食
ほほ
どど
をを
生生

産産
しし
まま
すす
。。
腰腰
がが
強強
くく
、、
のの
どど
ごご
しし
滑滑
らら

かか
なな
、、
地地
元元
特特
産産
・・
和和
泉泉
そそ
うう
めめ
んん
をを
ぜぜ

ひひ
味味
わわ
っっ
てて
みみ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

和和泉泉そそううめめんんその２８
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